
編集後記  

●今回の特集MOT教育の記事を読ませていただい  

て頭に浮かんだのは，いまだ広く使われている「文系  

と理系」という今となっては意味を成さなくなりつつ  

ある学問の区分である．大部分の日本人は高校生のこ  

ろから専門を文系か理系のどちらにするか選択を迫ら  

れて，学問の世界の半分を無意味に遠ぎけることを強  

要される．  

●ORは理系か文系かどっち？ と選べということに  

なれば大半の人は理系！ と答えるであろうが，OR  

を専門にする人は文系と呼ばれる学問や社会活垂加こつ  

いて情報収集しなくてもよい，という意味ではないだ  

ろう．学際的な活動が活発になり，様々な分野で産学  

官の連携も進行中である．既存の分野の垣根は揺らぎ  

つつある．  

●恐ろしいことに，文系と理系は人間を区分するため  

にも使われる．自分が文系か理系かを判断するのは簡  

単だ．どっちが人生得しているか考えればよい．得し  

ているように見える方でない方が自分だ．隣の芝生は  

青い．  

●MOT教育発祥のアメIjカでこのような区分があ  

るのかどうか寡聞にして知らないが，さいわいなこと  

に特集記事からはどこにも感じられない．制約条件が  

少ないほど最適解は良いものが得られることはORで  

は常識である．MOT教育を日本に移植するにあたり，  

技術と経営の連携には理系と文系のせめぎあいがあっ  

たのではないかといらぬ心配をしてしまうが，今回の  

特集記事は，この区分がもはや無意味であることを示  

していると言えるだろう．  （三浦英俊）  
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